
　第83回目の卒業式を迎えられた卒業生の皆様、ご
卒業おめでとうございます。皆さんは卒業と同時に
昭和学園高等学校同窓会「花月会」に入会していた
だくことになります。
　さて、同窓会はコミュニティサイト「Bikita」を開
設して、同窓生同士の情報交換が進むことを願って
います。皆さんも是非とも会員登録をお願いします。

時々同窓会の動向を見てくださいね。また卒業の記
念に「同窓会だより」を配布します。先輩方の活躍
等を知っていただきたいと思います。皆さんからの
情報もお知らせ下さい。毎年９月には総会を開催し
ます。お会いできることを楽しみにしています。
　コロナ禍で大変なことが多いと思いますが、お体
を大切にこれからの人生を歩んで下さい。
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　第83回目の卒業式を迎えられた皆さん、ご卒業誠におめで
とうございます。併せて同窓会花月会への入会もおめでとうご
ざいます。
　さて、卒業生の皆さん、昭和学園における３年間の高校生活は
いかがだったでしょうか。残念ながら新型コロナウィルス感染症
の収束が依然として見通せない状況下での高校生活でしたね。
　しかし皆さんは昭和学園の徹底した感染予防管理と対策のお
かげで、無事に卒業式を迎えることができました。そして皆さ
んもよく頑張りました。
　昨年の第30回定期演奏会での部員の皆さんのはじける笑顔
とその真剣なまなざしに出会い、思わず感動を覚えました。ま
た、運動場や体育館における力強いクラブ活動など、家の近く
で聞こえる歓声等でいかに皆さんが希望にあふれた生活をして
いるかが手に取るようにわかりました。
　苦しみの中で得られた希望こそまさに本物ではないでしょうか。

　私はこの昭和学園高校を昭和28年３月に卒業しました。皆
さんの先輩としてお願いがあります。
　皆さんの中で同窓会のクラス役員になられた方は、今後同窓
会総会が開催されます時は、必ず高校時代のクラスメートに声
をかけ、誘いあって出席するようにお骨折り下さい。その一声
が私達の同窓会総会を盛り上げることになります。どうぞよろ
しくお願いします。
　最後に私の高校時代から生きていく指針とした言葉をプレゼ
ントします。それは「なせば成る　なさねば成らぬ何事も　成
らぬは人のなさぬなりけり」（上杉鷹山）です。この言葉をもっ
て私の座右の銘として生きてきました。自分が努力しなければ
何事も出来ない。努力の継続こそが自分を成長させることにな
るのですね。
　どうか皆さん、常に前向きの努力の人となって下さい。
　最後に皆さんの前途に幸多からんことをお祈りします。
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　昭和女子高校服飾科を卒業し、香川県にある縫製工
場に就職しました。５年目に既製服と注文服の国家試
験一級を取得し、７年目にパターンメイキングの一級
を取得しました。工場では主に有名ブランドのサンプ

ル縫製を担当し、指導などを行っていました。
　その後、結婚を機に退職し、家に縫製に専念できる場所を作り、委託で
仕事を始めました。現在は、メンズブランド『山内』やレディスブランド
『swllow』のサンプル縫いなどをしています。娘が産まれてからは子供
服も縫い始め、家族とオリジナルブランド『itokaramu』として、イベン
トやネットなどで活動をしています。
　５年ほど前からは元後輩との縁もあり、映画衣装
の仕事もしています。デザイン画とサイズ表を基に
俳優さんのイメージに合う衣装を型紙から制作し、
縫い下げています。公開された映画では、『スパイ
の妻』の蒼井優、高橋一生、東出昌大など、『とん
び』の阿部寛、『おそ松さん』のイヤミなどの衣装を
メンズ、レディス問わず縫製していま
す。昭和レトロな映画では、高校時代
の教科書が未だに役に立っています。
　自分が制作した衣装が映像に残る
のは喜びであり、これからも技術の
向上に励み、縫製をつづけていけれ
ばと思います。

他の同窓生も活躍しています。
こちらのQRコードからご覧になれます→

　私は現在、幼い頃からの夢だった嬉野温泉の旅館に勤め
させていただいています。
　私が調理師を目指したきっかけは、父が作ってくれる料理
でした。それから料理に興味を持ち、好きになり、昭和学園高
等学校に入学しました。私は、美味しいものを食べることも
好きですが、それ以上に自分が作った料理を食べていただい
た方に、喜んでいただけることが、私が料理を好きな理由の
一つでもあり、調理師の道を選んだきっかけにもなります。
　昭和学園を卒業後、調理師として勤め始めて９ヶ月にな
ります。その中でお客様から「美味しかった、また食べた
い」「ちょうどいい味付けだった」など、沢山の嬉しいお
言葉を頂き、この調理師の道を選んでよかったと改めて痛
感し、とてもやりがいを感じています。
　どうしても仕事はきついものというイメージを、多くの
方が持たれていると思います。ですが、きついことや、大
変なことだけではなく、その先には沢山の幸せや楽しさ、
喜び、達成感などが待っています。悪いイメージを持つだ
けではなく前進し、共に精進していきましょう。

　起業から企業への47年
　嫁入り10年。「どんな事も10年の辛抱無くしては農家の
嫁に卒業はない。そして娘だった貴方が嫁になり、妻、母、

地域の婦人、姑と、七つの顔を持つ女である事を忘れないで心して支えなさい。」
と41年前、母の言葉に送り出されました。
　私は今、出来る事を一生懸命に取り組む気持ちを大切に、人の役に立ちた
い、人の喜ぶ事がしたいと、誰とでもすぐに仲良くなれる性格を生かして歩
いております。
　当時の嫁は自由になるお金も時間も無く働くばかりでした。昭和49年、三
人の友人と田んぼの裏作で収入を得る喜びを味わいました。3年続けた後、県
の普及員の先生に声を掛けられたことをきっかけに、仲間を14名集め、昭和
52年、畦道グループが結成され、物造りの出発となりました。昭和54年、一
村一品運動が提唱され、地域に誇れる、伝えたい、残したい物造りを言われ
挑戦の舞台への幕開けとなって行きました。
　｢継続は力なり」をモットーに取り組む精神を学び、今も大切に守り抜いてい
ます。そして、運動の理念である自分磨き、人材育成と三出せ運動の「踏み出
せ、汗出せ、知恵を出せ」また「チャンス、チャレンジ、チェンジ」「元気、
本気、根気」と仲間と共に創出活動に邁進しました。一人の十歩より十人の百
歩が力も喜びも十倍となり、体験を通した感動は次なる挑戦へと進みます。
　そうして一つの縁を大切に、出来ないではなくやろうと決めた目標はどんな
事も諦めずに必ず成し遂げることで、真心と誠実な行動が信頼と絆を結んで行
き、豊かな心になれました。人は人から学ぶものです。新しい発想は常に現場
に有り、出会いを求め、数え切れない体験を通して行きもまれ、苦労した分成
長に結びつき、人にもやさしくなれます。元気で明るく楽しい所には人が集
まって来ます。人、物、地域を輝かせ、国内はもとより、国境を越えたアセアン
地域の方々とも居ながらにして交流の輪を広げる事が出来ました。
　私は金持ちにはなれませんでしたが、人財を持たせて頂いた人生です。人
を大切に出来ない人は、自分も大切にされません。人生百年時代と言われる
今日、「共感、励まし、感謝」と心通う仲間が居る事が大切です。先般百年
以上続いてる酒造が当時の手法を守り抜く姿を見て「手間と思いが詰まった
商品や、古い物ほど価値がある」との言葉を聞いた時、「おいしい」と食べ
てくださるお客様がいる限り、かりんとう造りも次に繋げて残して行こうと
思いました。体は老いても心の若さは年齢では決まらない。目的を持ち、挑
戦の心を忘れず、求道の一念を向上し続ける人生は若々しく歩けます。生涯
現役で、楽しく心はどこまでも若々しく青春で生きて行きましょう。

城戸直翔
令和３年度卒

調理科

前生徒会長

　昭和学園看護学科専門課程を卒業して15年が経ち、現
在は集中治療室で勤務をしています。2019年には目標と
していた集中ケア認定看護師の資格を取得し、昨年の９
月から特定行為実践のための特定行為研修を受講してい
ます。
　特定行為研修の受講理由は、2024年『医師の働き方改
革』によるタスクシフト・タスクシェアのためです。タス
クシフトによる看護師の役割は大きく、“特定行為実践”は
急性期・慢性期問わず関わってきます。私が看護師になっ
た15年前と比べ、現在の看護師の役割は大きな変換点を
迎えています。このタスクシフトにより看護師を目指す学
生や、臨床で看護実践しておられる皆様の可能性は無限に
広がります。なりたい自分、目標をもつことで働く場所や
業務内容は選択できるのです。私も５年毎になりたい自分
をイメージし、日々の業務に取り組んでいます。それは自
分のしたい事を仕事にし、自分に自信を持って仕事に取り
組むためです。目標達成ができることで、毎日の仕事が楽
しいと感じることができています。
　学生時代を振り返ると、人に自慢できるような優秀な
生徒ではありませんでした。そんな私がこれまで看護師
として働くことができたのは、先生方にご指導いただい
た看護学の基礎があったからです。心より深く感謝して
おります。

和田秀一
平成１９年度卒

看護学科
（令和４年度から看護学科

専門課程の講師）

　天ヶ瀬温泉街に調理科の先輩が温泉を
　生かしたお店をオープンしました。
　調理科を卒業し福岡のレストランで２年半ほど働き、

その後東京のさまざまなレストランで仕事をしてきました。幸いにも「リスト
ランテ アルポルト」などのレストランで修行させていただき、片岡シェフ、落
合シェフなど日本を代表するシェフ達から指導していただきました。そしてま
た福岡に戻り「BUTCHER」というフレンチの熟成肉のお店で３年程修行しま
した。ひと月400時間以上の労働、冬の時期などは日が昇る前に出勤し夜中12
時過ぎに退勤。太陽を見ることがない生活でした。その時は大変でしたが今と
なれば、そのおかげで料理の腕も上がり、知識もたくさん身につきました。
　そして平成30年に日田に戻り、市から個人委託業務をもらい天瀬町の特産品
開発などの町興しを行っていました。しかし翌年起きた九州豪雨で、町の建物は
壊れ、道路は陥没し大きな被害を受けました。災害の翌日から約一ヶ月炊き出し
を作りました。多い時は300人分の炊き出しを作った事もあります。その後も住
民の方からのお願いで、２年ほど毎週お惣菜等の移動販売を行っていました。
　災害から２年たち天瀬町もやっと落ち着きを取り戻しつつありますが、ふた
たび観光地として復活するのはまだま
だ時間がかかりそうです。しかし、住民
の方や宿の方々と話し合いをして、こ
れからの町づくりに頑張っています。
　その一環として、昨年12月に桜滝入
口に「桜滝kitchen」という、お店を
OPENさせました。天ヶ瀬温泉の温泉
熱を使って作ったローストビーフ、地
産のゆずや日田梨を使ったジャポネ
ソース、椎茸を使ったデュクセルな
ど、天瀬でしか食べられない、ロース
トビーフ丼のお店を作りました。新し
い天瀬の名産物になればと思います。
　天瀬町が繁栄していくようにこれか
らも頑張っていきたいと思います。

渡邉晃子 　昭和35年度卒 家庭科（旧姓：重石）

令和４年秋の叙勲「旭日単光章」受章された、畦道グループ食品加工
組合理事の渡邉晃子さんをご紹介します。

学園祭に参加しました

素敵な同窓生

close
　-up

吉良将太 平成18年度卒 調理科

山下葉子 　平成６年度卒 服飾科（旧姓：堀江）

Bikita会員クローズアップ 活躍する同窓生

　昨年11月１日(火)に、生徒、保護者の限定公開と
なった母校の学園祭に参加しました。学園のホーム
ページ コミュニティサイトBikita内にある「同窓会だ
より」の“活躍する同窓生”と“素敵な先輩”を紹介しま
した。今年は、本校卒業生ステンドグラス作家カジワ
ラ邦さんの作品や卒業生の山下葉子さんが製作した
シャツやブラウスの展示をしました。

こちらの展示会場は、
体育館から連絡通路を渡り、
本館２階の吹き抜けのSGホールです。
たくさんの生徒、保護者の方が
足を止めて観覧されていました。

ステンドグラス作家
カジワラ邦さんの作品

（昭和41年度卒）

山下葉子さんが製作した
シャツやブラウス

（平成６年度 服飾科卒）
現在、映画『おそ松さん』などの

衣装など製作。活躍中。

※写真はイメージです。
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以上続いてる酒造が当時の手法を守り抜く姿を見て「手間と思いが詰まった
商品や、古い物ほど価値がある」との言葉を聞いた時、「おいしい」と食べ
てくださるお客様がいる限り、かりんとう造りも次に繋げて残して行こうと
思いました。体は老いても心の若さは年齢では決まらない。目的を持ち、挑
戦の心を忘れず、求道の一念を向上し続ける人生は若々しく歩けます。生涯
現役で、楽しく心はどこまでも若々しく青春で生きて行きましょう。

城戸直翔
令和３年度卒

調理科

前生徒会長

　昭和学園看護学科専門課程を卒業して15年が経ち、現
在は集中治療室で勤務をしています。2019年には目標と
していた集中ケア認定看護師の資格を取得し、昨年の９
月から特定行為実践のための特定行為研修を受講してい
ます。
　特定行為研修の受講理由は、2024年『医師の働き方改
革』によるタスクシフト・タスクシェアのためです。タス
クシフトによる看護師の役割は大きく、“特定行為実践”は
急性期・慢性期問わず関わってきます。私が看護師になっ
た15年前と比べ、現在の看護師の役割は大きな変換点を
迎えています。このタスクシフトにより看護師を目指す学
生や、臨床で看護実践しておられる皆様の可能性は無限に
広がります。なりたい自分、目標をもつことで働く場所や
業務内容は選択できるのです。私も５年毎になりたい自分
をイメージし、日々の業務に取り組んでいます。それは自
分のしたい事を仕事にし、自分に自信を持って仕事に取り
組むためです。目標達成ができることで、毎日の仕事が楽
しいと感じることができています。
　学生時代を振り返ると、人に自慢できるような優秀な
生徒ではありませんでした。そんな私がこれまで看護師
として働くことができたのは、先生方にご指導いただい
た看護学の基礎があったからです。心より深く感謝して
おります。

和田秀一
平成１９年度卒

看護学科
（令和４年度から看護学科

専門課程の講師）

　天ヶ瀬温泉街に調理科の先輩が温泉を
　生かしたお店をオープンしました。
　調理科を卒業し福岡のレストランで２年半ほど働き、

その後東京のさまざまなレストランで仕事をしてきました。幸いにも「リスト
ランテ アルポルト」などのレストランで修行させていただき、片岡シェフ、落
合シェフなど日本を代表するシェフ達から指導していただきました。そしてま
た福岡に戻り「BUTCHER」というフレンチの熟成肉のお店で３年程修行しま
した。ひと月400時間以上の労働、冬の時期などは日が昇る前に出勤し夜中12
時過ぎに退勤。太陽を見ることがない生活でした。その時は大変でしたが今と
なれば、そのおかげで料理の腕も上がり、知識もたくさん身につきました。
　そして平成30年に日田に戻り、市から個人委託業務をもらい天瀬町の特産品
開発などの町興しを行っていました。しかし翌年起きた九州豪雨で、町の建物は
壊れ、道路は陥没し大きな被害を受けました。災害の翌日から約一ヶ月炊き出し
を作りました。多い時は300人分の炊き出しを作った事もあります。その後も住
民の方からのお願いで、２年ほど毎週お惣菜等の移動販売を行っていました。
　災害から２年たち天瀬町もやっと落ち着きを取り戻しつつありますが、ふた
たび観光地として復活するのはまだま
だ時間がかかりそうです。しかし、住民
の方や宿の方々と話し合いをして、こ
れからの町づくりに頑張っています。
　その一環として、昨年12月に桜滝入
口に「桜滝kitchen」という、お店を
OPENさせました。天ヶ瀬温泉の温泉
熱を使って作ったローストビーフ、地
産のゆずや日田梨を使ったジャポネ
ソース、椎茸を使ったデュクセルな
ど、天瀬でしか食べられない、ロース
トビーフ丼のお店を作りました。新し
い天瀬の名産物になればと思います。
　天瀬町が繁栄していくようにこれか
らも頑張っていきたいと思います。

渡邉晃子 　昭和35年度卒 家庭科（旧姓：重石）

令和４年秋の叙勲「旭日単光章」受章された、畦道グループ食品加工
組合理事の渡邉晃子さんをご紹介します。

学園祭に参加しました

素敵な同窓生

close
　-up

吉良将太 平成18年度卒 調理科

山下葉子 　平成６年度卒 服飾科（旧姓：堀江）

Bikita会員クローズアップ 活躍する同窓生

　昨年11月１日(火)に、生徒、保護者の限定公開と
なった母校の学園祭に参加しました。学園のホーム
ページ コミュニティサイトBikita内にある「同窓会だ
より」の“活躍する同窓生”と“素敵な先輩”を紹介しま
した。今年は、本校卒業生ステンドグラス作家カジワ
ラ邦さんの作品や卒業生の山下葉子さんが製作した
シャツやブラウスの展示をしました。

こちらの展示会場は、
体育館から連絡通路を渡り、
本館２階の吹き抜けのSGホールです。
たくさんの生徒、保護者の方が
足を止めて観覧されていました。

ステンドグラス作家
カジワラ邦さんの作品

（昭和41年度卒）

山下葉子さんが製作した
シャツやブラウス

（平成６年度 服飾科卒）
現在、映画『おそ松さん』などの

衣装など製作。活躍中。

※写真はイメージです。
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昭和学園高等学校事務室内 TEL0973-22-7420　showa-hanatsuki@outlook.jp

昭和学園高等学校のホームページとは
別に同窓生の交流の場として
コミュニティサイト「Bikita」（ビキタ）を開設

　学校ホームページからリンクすることができま
すので、学校の近況と合わせて同窓会開催の案内
板や近況報告の場所として広く皆様に活用してい
ただきたいと思います。

「必ず会員登録をしてください」
　住所氏名など変更になった場合など
簡単に再登録ができます。
　同窓会からのお知らせが一人ひとりに
確実に届きます。
　卒業された方が登録をするにはIDが
必要ですが、事務局に連絡していただ
ければ1週間程でお渡しできます。お気
軽にお声掛けください。

役員一同

皆 さ ん で 同 窓 会 の 輪 を 広 げ ま し ょう。
　　同窓会事務局より

１組　四ヶ所　楓　 原田　寿姫　　２組　石松　里那　 坂本　晴陽　　３組　明石　真希　 河津　流音　　４組　田島　七海　 松尾　凜海
５組　植村　流成　 坂井　星南　　６組　森山　凜香　 松坂　友斗　　７組　岡本　凪咲　 財津　光希　　８組　川述　亜胡　 山﨑　穂南

横のつながりを大切に同窓会を盛り上げてください令和４年度　同窓会クラス役員を紹介します

◎日時：６月４日（土）10:00 ～
◎会場：会議室
◎内容：①会計報告
　　　　②第 3 回同窓会総会に向けて
　　　　③歓送迎会（会長の交代）セレモニー 

前会長の森山秀子先生は12年
の長きにわたり会長を務められ
ました。サプライズで製菓同好
会に作って頂いた似顔絵のケー
キと花束を森山前会長にプレゼ
ントして役員全員で労いまし
た。長い間お疲れ様でした。あ
りがとうございました。

令和４年度 第１回 花月会役員会 ◎日時：11 月 19 日（土）10:00 ～
◎会場：会議室
◎内容：①第 3 回同窓会総会の反省
　　　　②学園祭の反省
　　　　③同窓会だよりについて
　　　　④令和 5 年度に向けて

令和４年度 第２回 花月会役員会役員会の報告

令和４年度

同窓会総会を
開催しました。
▶令和４年９月17日（土）

第３回 同窓会総会

森山秀子前会長 退任の挨拶

恩師をお招きして
「生徒との思い出」澤村成章 先生

SHOWAみりょく発信委員会の
生徒発表

石井裕子新会長 挨拶 左から魚形幸助校長、草野義輔理事長、
講師の澤村成章先生

生徒との思い出を通して本の話など
澤村先生の世界に引き込まれ、同窓
生一同 感動しました。

３年間先生の授業を教わった専攻科
５年生から感謝のことばと花束贈呈

情報処理室で講演を聴いていた専攻
科の学生に挨拶

「ASAKURA-See!」朝倉市の未来予想図発
表会で、51件の提言の中から３位になりま
した。未来に繋がる素晴らしい発表でした。

後輩達の健闘を心から応援しています。
今年度も同窓会はクラブ活動支援事業の一
環として全国大会出場クラブにお祝いの立
て看板を贈りました。今年は、詩吟部･バ
トン部・バドミントン部・ソフトボール部・
総合スポーツ（ボウリング）・製菓同好会
でした。また、今回は特別に県で初優勝した弓道部（個人戦）にも送るこ
とに致しました。今後の皆さんのご活躍祈念しております。

同窓会
花月会一同
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